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淀川水系流域委員会の歩み
平成９年６月 河川法改正

平成12年７月 淀川水系流域委員会準備会設置(委員４名)

平成13年２月 淀川水系流域委員会設置(委員53名)

平成14年５月 「淀川水系流域委員会中間とりまとめ」発表

平成15年１月 「新たな河川整備をめざして－淀川水系流域委
員会提言－」発表

平成15年１月 「淀川水系河川整備計画策定に向けての説明
資料(第１稿)」発表

平成15年６月 「淀川水系河川整備計画策定に向けての説明
資料(第２稿)」発表

平成15年９月 「淀川水系河川整備計画基礎原案」発表

平成15年12月 「淀川水系流域委員会意見書」発表

















 

16

意見書 総括

基礎原案は、その重要な部分において、提言を出来るかぎり
尊重し、反映し、具体化しようとするものとなっているが、今後
に残された課題も少なくない。

社会的関心の高いダム事業については、幅広い代替案を慎重
に審議したうえで、出来るだけ早く結論を出す必要がある。

河川環境の整備と保全、治水、利水、利用についても、理念の
転換を具体化する整備内容を出来るだけ早く示す必要がある。

従来の枠を超えた他省庁との協議・連携、実質的な住民参加
の方法については、今後さらに模索・検討する必要がある。

淀川水系流域委員会と国土交通省近畿地方整備局との協働
により実践した新しい計画策定の手順と新しい審議の形すな
わち「淀川モデル」が、全国の公共事業計画の検討・審議に広
まり、定着することを願っている。


